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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ。はじめに

　森林には環境保全に役立つ様々な公益的機能があるといわれている。その機能を活用し，十分

発揮させる上で，森林がもつ仕組みや働きを具体的に知る必要性がある(八木，2003)。森林の物

質循環及び生産量の測定もそのひとつである。

　さて，大井川上渡部流域は，地形が急峻で崩れやすい地質のため以前から治山・治水事業が行

われてきた。筑波大学農林技術センター井川演習林は，この支流域にあり，森林の役割も重要と

思われる。

　しかし井川演習林では，物質循環及び生産量を測定する上で必要な基礎資料となるリター量に
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ついて，過去に調査された報告例はない。本報告では，演習林内のリター量を調査し，今後適切

な森林生態系の保全に役立てるよう基礎資料とすることを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　II ｡ 調査地の概況

　井川演習林は，静岡市北部に位置し（北緯35°1ｙ～22≒東経138てぽ～15')大井川支流の来所内

川流域の標高約950m～2,400mの場所にある。そこでは，標高1,500m～1,600m付近を境とし，

垂直的に亜高山帯と山地帯の２植生帯が見られる。現在，井川演習林の森林はQOO/が二次林で，

残りが人工林である。平均斜度は37°と急傾斜であるが，標高が高くなるに従って，傾斜は緩くな

る傾向にある（筑波大学農林技術センター演習林，1995）。また演習林内には崩壊地が多く見られ

る。試験区を木演習林の山地帯を代表するシデ・カエデ類を主とする西向き斜面の二次林と，対

照区として東河内川沿いのオニグルミ　□心証ｍ ｍａｎｄｓｈｕｒｉｃａ　ｖａｒ.ｓｉｅｈｏｌｄｉａｎａ）が高木として存

在するなだらかな段丘上の二次林に設定した（図一１）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ。調査方法

　2000年４月に演習林５林班の東河内川右岸の段丘上に15×25mの試験区Ａを，さらに2001年７

月に演習林13林班の西向き斜面上に10×40m（斜面距離）の試験区Ｂを設定した。試験区Ａ・Ｂと

もに採集面積1.0m2のリクートラップ５個を配置した。リターの回収を原則的に毎月末に１度行う

こととし，設置時から2003年12月まで継続した。回収後は，恒温乾燥機により80°Ｃで１日乾燥さ

せた後，内容物を佐藤（2002）の方法にならい葉・枝（末口径２ｃｍ未満）・生殖器官・樹皮･虫・

虫糞・その他に区分した。その後，さらに80°Ｃで24時間乾燥させ，その乾燥重量を0.01ｇ単位で測

定した。

　試験区設定時に胸高直径が６ｃｍ以上の樹木について，胸高直径及び樹高を測定した。さらに各

試験区内の樹冠投影図を作成した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　IV.結果と考察

　試験区ＡとＢの林相について，図一２に樹幹投影図を示した。

　試験区Ａは高木にオニグルミが優勢している林分であり，胸高直径６ｃｍ以上の樹木は47木であ

った。内訳は，オニグルミ（lｕｅｌａｎｓ，　ｍａｎｄｓｈｖ�ｃａ　ｖａｒ.　ｓｉｅｂｏｌｄｉａｎａ）力灯6木あり，次いでカント

ウマユミ（Ｅｕｏｎｙｍｕｓ ｓieboはｉａｎｕｓ　ｖａｒ.　ｓのnguineus)9本の胆で，これらが半数を占める（表－

１）。胸高直径６ｃｍ未満の樹種には，クロウメモドキ（Ｒｈａｍｎｕｓ ｉａｂｏｎｉｃａ　ｖａｒ.　ｄｅｃｉｐｉｅｎｓ）等が

みられた。

　試験区Ｂは高木にシデ類が優勢する林分であり，樹木は80本あった。内訳は,クマシデ（Ｃａｒpinｕｓ

ｉａｂｏｎｉｃａ）19木，イヌシデ（Ｃａｒｔinｕｓ tｓｃｈｏｎｏｓkii)　18木，リョウブ（Ｃｌｐ.thｒa bα初雁ｅｒｖiｓ）14木
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七

図一１　調査地位置図

試験区Ｂ

の順であり，これらの樹種が半数以上を占める（表－１）。同試験区における胸高直径６ｃｍ未満

の樹種は，ミヤマガマズミ（Vihｕｒｎｕｔｎ　ｗｒightii）・ヒナウチワカエデ（Ａｃｅｒ t心証ﾀﾞ'oliｕｍ）・メ

グスリノキ（ルでｅｙ ｃａ坤細面Hum)・ケアオダモ（ＦｒａｘｉｎＭＳ吊れｕｇｉｎｏｓａ）等である。すなわち試

験区Ｂは，Ａより本数・種数が多かった。

　2000から2003年度までの１ｍ２・年あたりリター量は,試験区Ａでは521.40ｇ（2000年度）･503.58

ｇ（2001年度）・541.48ｇ（2002年度）・410.44ｇ（2003年４月から12月まで）であり，試験区Ｂでは

420.09ｇ（2001年７月から2002年３月まで）・570.22ｇ（2002年度）・450.14ｇ（2003年４月から12月

まで）であった（表－２）。

　各器官のリター量は，すべての年度を通じて，試験区Ａでは葉・生殖器官・枝の順に多く，試

験区Ｂでは葉・枝・生殖器官の順であった。

　河口・只本（2000）によるコナラを上層本とし中下層が発達した広葉樹二次林でのリター量は
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試験区Ｂ（300�）

　シデ類が優勢な林分

図一２　試験区Ａ・Ｂの樹幹投影図
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試験区A (375�）

　オニグルミが優勢な林分

約6.7t/ha/年とされているが，本試験地のリター量と比較すると，試験区Ａ・Ｂとも低い値であ

る。

　試験区ＡとＢの比較では，試験区Ａ・Ｂが同時期に測定された2002年と2003年４月から12月ま

での総リター量は，ともに試験区Ｂが上回った。この原因は構成する樹種と本数の違いによると

考えられるが，詳細な原因解明には樹種ごとのリター量を明らかにすることと，さらなる継続的

測定が必要と思われる。

　総リター量の季節変動は，葉のリター量の季節変動と同調する傾向を示した（図一３・図一４）。

総リター量に対する葉のリター量は，試験区Ａ・Ｂともに全体のおよそ８害qを占める。夏以降の

試験区Ａ・Ｂの葉のリター量の季節変動をみると試験区Ａは，2000 ・2002・2003年度は２山型の

傾向を示した。オニグルミは他樹種の落葉時期より一部の葉が早く落葉する傾向にあり２山型に

なったと考えられる。　２山型について菊沢（1986）は，オニグルミでは新条基部の１・２葉の平

均寿命が短い傾向にあり，早く脱落する葉があることを指摘している。したがって，オニグルミ

の優勢な試験区Ａの葉のリター量の２山型についてもこの傾向を示していると考えられる。しか

し，2001年度は，９月・10月分か１回の回収となり前後の月との変動を明らかにすることができ

なかった。一方，試験区Ｂにおける樹種はカバノキ科が大半を占めていて，これらの樹種間の落

葉はほぼ同時期に落葉したため，落葉は１山型になったと考えられる。今後，井川演習林内にお

けるリター量及び樹種間におけるリター量の季節変動について，さらに継続した調査が必要と考

えられる。



井川演習林の天然生広葉樹林におけるリター量（井波他）

表－１　試験区Ａ・Ｂにおける樹種構成

試験区Ａ

樹種

オニグルミJｕｇｌａｎｓ　ｍのｎｄｓhｕｒｉｃａ　ｖａｒ.　ｓieboldiaｒは

サワシバＣａｒpinｕｓ． ｃｏｒｄａtａ

イヌシデＣａｒbinｕｓ ｈｃｈｏｎｏｓkii

ミズナラＱｕｅｒｃｕｓ ｃ治郎la

フサザクラＥ卯t山ａ　polｙａｎｄｒａ

オニイタヤＡｃｅｒ ｍｏｎｏ ｖａｒ. ambiｓｕｕｍ

チドリノキＡｃｅｒ ｃａ楳面面ｈｍ

カントウマユミＥｕｏｎｙｍｕｓ　ｓｉｅｈｏｌｄｉａｎｕｓ

ミズキＣｏｒｎｕｓ ｃｏｎtｒｏｖｅｒｓａ

ニワトコＳａｍｂｕｃｕｓ ｒａｃｅｍｏｓａ ｓホｓiｅhｏlｄiａｎａ

本数(害q合％)平均胸高直径(ｃｍ)

16(34)

6(11)

　1(2)

　3(6)
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　　　　　13.5

　　　　　　7.1

　　　　　　8.0

　　　　　　8.8

　　　　　　6.4

　　　　　　6.3

　　　　　　7.8

　　　　　　5.8

　　　　　10.8

　　　　　　4.0

計　　　　　　　　　　　　　　　　　10種　　　　　47

胸高直径６ｃｍ以上

６ｃｍ未満の樹種：クマシデＣａｒbinｕｓ ｉａｐｏｎｉｃａ、クロウメモドキＲｈａｍｍｕｓ　ｉａｐｏｎｉｃａ　ｖａｒ.　ｄｅｃｉ恒心ｓ

試験区Ｂ

樹種

ミズメＢｅtｕｌａｇｒｏｓｓａ

ウダイカンバＢｅtｕla　ｍａｘｉｍｏｗicｚｉａｎａ

ケヤマハンノキＡｌｎｕｓ. hiｒｓ､ｕtａ
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八リギリＫａｌｏｐａｎａｘｓｅｔtｅｒ�obｕｓ
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リョウブＣｌｅthｒａ ｈａｒｖｉｎｅｎｎｓ.

エゴノキＳtｙｒａｘ　ｉａｐｏｎｉｃａ

ツガＴｓＭｇａｓieholdii

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14種

本数（害り合％）平均胸高直径（ｃｍ）
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表－２　試験区Ａ・Ｂにおけるリター量
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　2002年度

　（４月～３月）

459.09（84.8）

　26.08(4.8)
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　2003年度

（４月～12月）
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